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（
木
）
薄
曇
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柱
本
団
地
行
き
乗
車 

①
）法
光
寺
で
は
、前
住
職 

牧

尾
空
群
先
生
に
、
資
料
を
準
備

し
て
頂
き
、
丁
寧
な
お
話
し
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

②
）
三
島
鴨
神
社
で
は
、
宮
司 

松
井
位
幾
さ
ん
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

本
当
に
有
り
難
う
御
座
い
ま

し
た
。 

 

柱
本
地
区
は
、「
く
わ
ら
ん
か

船
」
の
発
祥
の
地
と
し
て
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
淀
川
は
経
済
の
中

心
地
・
大
坂
と
都
（
京
都
）
を

結
び
、
さ
ら
に
琵
琶
湖
を
経
て

東
海
や
北
陸
地
方
と
も
通
じ
る
、

物
流
の
大
動
脈
で
し
た
。
大

坂
・
伏
見
間
の
旅
客
専
用
船
・

淀
川
三
十
石
船
を
は
じ
め
、
淀

船
・
伏
見
船
・
過
書
船
な
ど
の

貨
物
船
が
、
人
々
の
生
活
と
経

済
活
動
を
支
え
て
い
た
の
で
す
。 

そ
れ
ら
淀
川
を
往
来
す
る
船
に
、

酒
や
食
べ
物
を
売
る
小
舟
（
煮

売
茶
船
）を
、「
く
ら
わ
ん
か
舟
」

と
い
い
ま
し
た
。
こ
の
「
く
ら

わ
ん
か
舟
」
の
発
祥
地
は
、
柱

本
で
幕
府
か
ら
営
業
特
権
を
与

え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
柱
本
浜
の
有
っ
た
あ
た

り
の
淀
川
堤
防
に
は
、
発
祥
の

地
碑
が
建
て
ら
れ
、
往
時
を
し

の
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

法
光
寺
（
ほ
う
こ
う
じ
） 

萬
徳
院
中
牧
山
法
光
寺
の
由
来 

浄
土
真
宗
開
祖
、
親
鸞
聖
人
往

昔
、
関
東
よ
り
上
洛
の
砌
、
近

江
國
志
賀
郡
の
大
津
の
園
城
寺

［
三
井
寺
］
の
俊
円
僧
都
の
請

い
に
よ
り
、
寺
内
の
萬
徳
院
に

て
止
宿
さ
れ
、
こ
れ
を
縁
と
し

て
爾
来
、
浄
土
真
宗
と
の
間
に

深
い
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。 

 

本
願
寺
第
八
世
、
蓮
如
上
人

が
寛
正
年
間
に
大
谷
の
地
に

「
日
花
門
」
を
建
立
さ
れ
る
に

当
た
り
、
叡
山
と
の
軋
轢
が
生

じ
、
そ
の
難
を
避
け
て
ご
宗
祖

よ
り
の
縁
あ
る
大
津
園
城
寺

に
身
を
よ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
と
き
に
萬
徳
院
座
主
空
善

房
が
丹
精
を
こ
め
て
蓮
如
上

人
を
お
世
話
申
し
上
げ
て
上

人
に
帰
依
し
、
以
後
、
常
に
上

人
の
お
供
を
申
し
上
げ
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

  

三
島
鴨
神
社 

（
三
島
鴨
神
社
の
由
緒
略
記

よ
り
） 

創
建 

仁
徳
天
皇
は
河
内

の
茨
田
の
堤
を
お
つ
く
り
の

に
な
る
と
き
に
、
淀
川
鎮
守
の

神
と
し
て
、
百
済
よ
り
こ
こ
摂

津
の
「
御
島
」
に
大
山
祇
神
を

迎
え
に
な
り
ま
し
た
。「
御
島
」

と
は
淀
川
の
「
三
島
江
（
み
し

ま
え
）」
に
あ
る
川
中
島
の
こ

と
で
こ
の
あ
た
り
は
淀
川
で

も
っ
と
も
神
妙
幽
玄
な
景
観

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は

古
代
の
「
玉
川
湖
沼
」
が
淀
川

に
流
れ
込
む
入
江
「
玉
江
」（
三

島
江
の
別
称
）
に
あ
っ
て
、
島

は
淀
川
本
流
に
、
玉
川
水
路
が

出
さ
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
た

も
の
で
、
玉
川
の
土
砂
を
も
っ

て
で
き
た
ゆ
え
に
「
御
島
」
と

あ
が
め
ら
れ
た
。
当
社
は
、
も

と
は
「
御
島
（
三
島
）
の
社
」

と
あ
が
め
ら
れ
、
淀
川
の
鎮
守

で
あ
る
と
と
も
に
、
王
都
難
波

を
守
護
す
る
神
と
し
て
、
祈
り

つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
豊
臣
秀

吉
が
淀
川
右
岸
堤
防
を
築
い

た
と
き
、
そ
れ
ま
で
川
中
島
に

あ
っ
た
当
社
を
三
島
江
村
の

中
に
お
遷
し
し
ま
し
た
。
高
槻

藩
主
永
井
公
は
、
淀
川
守
護
の

任
務
を
幕
府
か
ら
あ
た
え
ら

れ
て
い
た
の
で
、
格
別
の
尽
力

に
よ
り
社
域
を
整
え
「
三
島
鴨

神
社
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
社
か
ら
御
魂
が
う
つ
さ

れ
、
伊
予
（
愛
媛
県
三
島
）
の

大
山
祇
神
」、
伊
豆
の
「
三
島

神
社
」
が
つ
く
ら
れ
「
日
本
三

「
三
島
」」
と
し
て
崇
拝
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
三
社
の
根
源

社
と
し
て
、
当
社
は
格
別
に
あ

が
め
ら
れ
ま
し
た
。
後
白
河
上

皇
に
仕
え
た
建
春
門
院
が
、
当

社
に
祈
願
し
て
、
高
倉
天
皇
を

懐
妊
し
、
安
産
し
た
結
果
、
上

皇
の
命
に
よ
っ
て
平
重
盛
が

京
都
上
馬
町
に
当
社
の
御

魂
を
お
遷
し
し
て「
三
島
神

社
」
を
つ
く
り
ま
し
た 

 

く
わ
ら
ん
か
舟 

 

本
名
は「
茶
舟
」と
い
う
。 

 

京
都
～
大
阪
を
結
ぶ
大

切
な
交
通
機
関
は
、淀
川
を

往
復
す
る
舟
で
あ
っ
て
、こ

の
舟
の
こ
と
を
「
三
十
石

舟
」と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。 

 

こ
の
舟
の
船
頭
や
乗
客

に
対
し
て
、こ
の
地
の
百
姓

達
で
営
業
権
を
も
つ
者
が
、

交
代
で
、小
舟
を
あ
や
つ
っ

て
自
家
製
の
オ
デ
ン
・
巻
寿

司
・
酒
・
茶
・
お
汁
物
を
「
そ

れ
く
え
、
や
れ
く
え
」
と
売

り
込
ん
で
い
た
よ
う
で
、こ

の
小
舟
を「
茶
舟
＝
く
わ
ら

ん
か
舟
」と
名
付
け
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。 

京
都
・
伏
見
過
書
座
支
配
の

茶
船
は
、
２０
と
あ
っ
て
宝

歴
３
年(

１
＊
７
５
４
年)

に
は
、
働
株
１０
・
休
株
１０

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

会 報  第 ７ ３ 号 

発行日 平成22年10月31日 

発行・編集 Ｖ・Ｇ   

 代 表 者  大 岡 成 一 

http://web1.ibj.co.jp/~kirin V.G 

き

 
り ん

 だ よ り  

 

１２月度行事予定 

 変わりゆく"ミューズ（MUSE）たかつき"：白梅町 

月 日：平成２２年１２月１６日（木）  

集合場所：ＪＲ高槻駅改札前広場  １０：００集合 

順 路：ＪＲ高槻駅改札出口→ 関西大学 高槻ミューズキャンパス 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２）"ミューズ（MUSE）たかつき″（ＪＲ高槻北東地区都市開

発事業）の説明を安全ミュージアムでしていただける予定です。 

３）レストラン"ミューズ"での昼食は自由参加です。 

 

 

 

１１月度行事予定 

" 北摂山岳信仰発祥の地：神峰寺・本山寺" 
月 日：平成２２年１１月１８日（木）  

集合場所：ＪＲ高槻駅北高槻市営バス乗り場 ９：０５集合 

９：１１原大橋行きに乗車下さい。下車：神峰山口 

順 路：神峰山口→神峰山寺→本山寺→神峰山の森 

そ の 他：１）本山寺へのハイキングとします。 

        （昼食をご持参下さい。本山寺にはお店はありません） 

２）本山寺では本堂で参拝予定です。 

 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

古
代
か
ら
水
運
で
栄
え
た
ま
ち 

柱
本
・
三
島
江 

 


